
日 水月 木火 金 土

▲ この日は消防署の監督下で、模擬消火訓練も行いました

▲ ボランティア・ガード編の様子　ＤＩＹが得意な方に永沼家　　
　住宅の小修理にチャレンジしてもらいました

▲ このつらら、豊前方言では「もうがんこ」と呼ばれます

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
３
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
３
月
８
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
３
月
15
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
３
月
22
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で
す
。

以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
！

★�

博
物
館
友
の
会

　

�

バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
豊
み
隊
！
）
養
成
講
座

　
�

町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①
ガ

イ
ド（
案
内
）②
ガ
ー
ド（
管
理
）
➂
ワ
ー

ク
（
調
査
）
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
・
養
成
す
る
講
座
で
す
。

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

3
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　2月13日（木）、博物館で防火訓練を行
いました。数多くの文化遺産を収蔵する博
物館の火事は本来起きてはならないこと
ですが、万が一発生した場合にどう対処す
べきか、職員間でしっかり確認しました。

　2月6日（木）、この冬一番の寒波襲来
に伴い、思わぬ副産物がありました。この
週の前半は大雪に見舞われましたが、そ
の雪がご覧の通りの大つらら（最大約80
㎝）に変身、やっぱり自然はスゴイ！

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報は R7.2.19 現在

No.220 令和7年 3月1日

博物館だより

２月の業務日誌から
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博物館休館日カレンダー
2025 年  3 月

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

令
和
６
年
度 

第
39
回
作
品
公
募
文
化
事
業

三
重
塔
ま
つ
り 

少
年
少
女
俳
句
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

ー 

大
会
概
要
と
今
期
入
賞
作
品
の
紹
介 

ー

　

毎
年
こ
の
時
期
に
、
豊
前
国
分
寺
跡

公
園
に
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
皆
さ
ん
が
集

う
「
み
や
こ
町
三
重
塔
ま
つ
り
」。
京
都

平
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
名
物
行
事
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
記

念
す
る
「
少
年
少
女
俳
句
大
会
」
も
、
今

年
で
39
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
い
た
こ
の
大

会
、
今
年
も
多
く
の
小
中
学
校
か
ら
応
募

を
い
た
だ
き
、
次
の
よ
う
な
成
果
を
お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
応
募
総
数
：
七
三
二
八
句

  （
参
加
児
童
生
徒
総
数
：
二
九
七
七
人
）

・
内
訳　
小
学
校
：
三
九
九
一
句

　
　
　

  

中
学
校
：
三
三
三
七
句

  （
う
ち
入
賞
・
入
選
句
：
九
〇
句
）

　
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
学
校
・
保
護
者
や
協
力
機

関
等
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
大
会
の
結
果
で
す
が
、
例

年
ご
協
力
頂
い
て
い
ま
す
豊
津
俳
句
会（
岩

井
小
夜
子
代
表
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
審
査

の
結
果
、
以
下
の
作
品
が
最
優
秀
評
価
と

な
る
特
選
句
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

● 

小
学
校
の
部

　
以
上
の
句
を
は
じ
め
入
選
賞
句
（
教
育

委
員
会
賞
・
秀
逸
計
36
句
）
は
短
冊
様
の

木
札
に
記
し
、
豊
前
国
分
寺
跡
公
園
内
の

梅
の
木
に
吊
り
下
げ
て
い
ま
す
の
で
、
梅

見
を
兼
ね
て
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

● 

中
学
校
の
部

▲ 公園内の梅の木に下げられた特選句を記す短冊様の木札
　 木札は選者・岩井小夜子様に染筆いただきました

・
特
選
「
小こ

宮み
や

豊と
よ

隆た
か

賞
」

  

ふ
ゆ
の
そ
ら 

 　
　
フ
ク
ロ
ウ
が
と
ぶ 

こ
く
ぶ
ん
じ

　
　
豊
津
小
一
年　
　
植
村　
麻
央

・
特
選
「
三さ

ん

四し

郎ろ
う

賞
」

  

校
て
い
に 

空
い
っ
ぱ
い
の 

ひ
つ
じ
雲

　
　
行
橋
小
三
年　
　
福
田 

美
さ
と

・
特
選
「
蓬ほ

う

里り

雨う

賞
」

  

見
上
げ
れ
ば 

入
道
雲
の 

船
が
ゆ
く

　
　
黒
田
小
六
年　
　
山
田　
愛
奈

・
特
選
「
小
宮
豊
隆
賞
」

  

カ
ッ
コ
ウ
や 

奇
跡
の
第
九 

大
合
唱

　
　
育
徳
館
中
三
年　
上
田　
優
衣

・
特
選
「
三
四
郎
賞
」

  

山
越
え
て 

ト
ン
ネ
ル
抜
け
て 

雪
景
色

　
　
仲
津
中
一
年　
　
佐
伯　
颯
介

・
特
選
「
蓬
里
雨
賞
」

  

雨
の
中 

進
み
続
け
る 

か
た
つ
む
り

 

今
元
中
三
年　
　
能
見　
瑛
太



　

京
築
地
域
で
唯
一
の
造
り
酒
屋
で
あ
る

「
林
龍
平
酒
造
場
」（
み
や
こ
町
犀
川
崎
山
）

で
今
年
も
恒
例
の
「
蔵
開
き
」
が
行
わ
れ

ま
す
（
３
月
２
日
予
定
）。
今
川
水
系
の
名

水
か
ら
造
ら
れ
る
銘
酒
「
九く

す州
菊ぎ

く

」
は
町

内
外
で
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
日
本
酒
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
５
日
、

日
本
酒
や
本
格
焼
酎
、
泡あ

わ
も
り盛
な
ど
の
「
伝

統
的
酒
造
り
」
が
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。「
伝
統
的
酒
造
り
」
と
は
、

米
な
ど
の
原
料
に
麹こ

う
じ
き
ん菌

を
用
い
て
発
酵
さ

せ
る
日
本
古
来
の
酒
造
技
術
で
、
同
じ
容

器
の
中
で
、
で
ん
ぷ
ん
の
糖
化
と
糖
の
ア

ル
コ
ー
ル
発
酵
を
進
め
る
「
並
行
複
発
酵
」

に
よ
る
酒
造
法
は
世
界
的
に
み
て
も
珍
し

い
事
例
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
製
法
は
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
が
高
く
な
る
特
徴
が
あ
り
、

杜と
う
じ氏
な
ど
酒
造
に
携
わ
る
人
々
が
経
験
を

蓄
積
し
な
が
ら
５
０
０
年
以
上
に
わ
た
る

歴
史
の
中
で
磨
き
上
げ
た
大
変
高
度
な
技

術
に
よ
っ
て
培つ

ち
か

わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

登
録
に
あ
た
り
、
酒
造
り
の
技
術
が
「
個

人
、
地
域
、
国
」
の
３
つ
の
レ
ベ
ル
で
伝

承
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
酒
が
日
本
の
祭
り

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
に
深
く
関
係
す

る
な
ど
多
く
の
文
化
的
意
味
を
も
つ
こ
と

が
ユ
ネ
ス
コ
の
関
係
者
に
よ
り
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
沖
縄
の
泡
盛
も
黒
麹
菌
を
用
い

て
造
ら
れ
る「
日
本
最
古
の
蒸
留
酒
」で
す
。

世
界
が
認
め
た
酒
造
技
術

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
や
、

酒
類
の
多
様
化
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
現

在
、
日
本
酒
の
国
内
消
費
量
は
減
少
し
、

そ
の
出
荷
量
も
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）
と
比
べ
、
４
分
の
１
以
下
ま

で
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
に
対
し

て
、
先
に
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
「
和
食
」
へ
の
関
心
の
高
さ
か
ら
日

本
酒
の
海
外
出
荷
量
は
10
年
前
と
比
較
し

て
約
４
倍
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。「
伝
統
的

酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
酒
造
文
化
が

世
界
か
ら
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
国
内
外
か
ら
「
伝

統
的
酒
造
り
」
の
技
法
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た

日
本
酒
な
ど
の
お
酒
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
本
年
は
、
無
形
文
化
遺
産

登
録
後
、は
じ
め
て
の
蔵
開
き
と
な
り
ま
す
。

祝
賀
ム
ー
ド
と
併
せ
て
そ
の
味
も
格
別
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
飲

み
す
ぎ
に
は
ご
注
意
を
！     （
井
上
信
隆
）

に
は
見
事
な
装
飾
と
赤
い
彩
色
が
施
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
別
な
儀
式
の
た
め

に
造
ら
れ
た
酒
を
入
れ
る
土
器
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
ル
ー
ツ

　

国
内
最
古
の
麹
を
用
い
た
酒
造
り
の
史

料
は
「
播は

り
ま
の磨

国く
に

風ふ

ど

き
土
記
」
で
、
ま
た
各
地

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
な
ど
か
ら
、

今
か
ら
約
１
４
５
０
年
前
に
は
、
麹
菌
を

を
用
い
た
酒
造
り
が
行
わ
れ
た
と
い
う
研

究
者
の
見
解
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
頃
に

築
造
さ
れ
た
犀
川
花
熊
の
三
ツ
塚
古
墳
や

勝
山
黒
田
の
橘
塚
古
墳
で
は
、
巨
大
な
甕か

め

が
破
片
の
状
態
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
甕
は
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
死
者
に
対

す
る
別
れ
の
儀
式
に
用
い
る
た
め
の
酒
を

満
た
し
た
甕
と
み
ら
れ
、
儀
式
が
終
了
し

た
後
、
死
者
と
の
縁
を
絶
つ
こ
と
を
目
的

と
し
て
故
意
に
叩た

た

き
割
り
、
撒ま

き
散
ら
し

た
跡
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
当
時
も
酒
が

葬そ
う
さ
い祭
な
ど
重
要
な
儀
式
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
遺
物
と
し
て

注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
麹
菌
を
用
い

た
「
伝
統
的
酒
造
り
」
は
各
時
代
、
地
域

毎
に
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、
こ
れ
が
日

本
各
地
で
現
在
も
愛
さ
れ
る
銘
酒
の
誕
生

へ
繋つ

な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

九
州
・
沖
縄
で
は
日
本
酒
は
２
０
０
以
上
、

焼
酎
・
泡
盛
は
４
０
０
以
上
の
蔵
元
が
み

ら
れ
ま
す
。
特
に
本
格
焼
酎
の
生
産
量
は

全
国
の
９
割
以
上
を
占
め
る
な
ど
「
伝
統

的
酒
造
り
」
の
技
術
は
地
域
の
産
業
を
支

え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
伝

統
的
酒
造
り
」
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

の
が
麹
菌
で
す
。「
伝
統
的
酒
造
り
」
で
は

酵
母
菌
の
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
、
各
地
の
風
土
に
合
っ
た
麹
菌

が
独
自
に
開
発
さ
れ
、
数
多
く
の
銘
酒
が

誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
酒
以
外
に
も

麹
菌
を
使
っ
て
味
噌
、
み
り
ん
、
醤
油
な

ど
和
食
に
不
可
欠
な
数
多
く
の
発
酵
食
品

が
造
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
の
食
文

化
を
構
築
す
る
礎

い
し
ず
えを
担に

な

っ
て
き
た
二
ホ
ン

コ
ウ
ジ
カ
ビ
な
ど
３
種
の
麹
菌
は
、
平
成

18
年
（
２
０
０
６
）
に
「
国
菌
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
伝
統
的
酒
造
り
」
に
つ
な
が

る
原
始
・
古
代
の
お
酒
の
歴
史
に
つ
い
て
、

み
や
こ
町
内
に
み
ら
れ
る
遺
跡
の
出
土
品

か
ら
探さ

ぐ

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
ワ
イ
ン
か
ら
？

　

お
酒
は
液
体
な
の
で
、
酒
造
に
は
土
器

な
ど
の
容
器
が
不
可
欠
で
す
。
お
酒
の
歴

史
は
古
く
、
中
国
で
は
約
７
０
０
０
年
前

の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
破
片
に
米

や
果
実
な
ど
で
作
ら
れ
た
醸
造
酒
の
成
分

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
長

野
県
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
約
５
５
０
０

年
前
の
特
殊
な
壺
か
ら
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
種

が
発
見
さ
れ
、
こ
の
土
器
が
ワ
イ
ン
造
り

に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。
み
や
こ
町
節
丸
の
節
丸
西
遺
跡
か

ら
約
３
５
０
０
年
前
の
ヤ
カ
ン
形
の
土
器

が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
念
入
り
な
装
飾

や
そ
の
形
状
か
ら
、
前
述
の
ワ
イ
ン
の
よ

う
な
果
実
で
作
ら
れ
た
酒
を
注
ぐ
酒
器
と

す
る
研
究
者
の
見
解
も
み
ら
れ
ま
す
。
米

を
用
い
た
酒
造
法
は
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
稲

作
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す

が
、
勝
山
の
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺
跡
や
犀
川
小

学
校
校
庭
遺
跡
で
は
約
２
２
０
０
年
前
の

米
粒
が
出
土
し
て
お
り
、
み
や
こ
町
で
も

こ
の
頃
か
ら
米
を
使
っ
た
酒
が
造
ら
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
糖
分
を

含
ん
だ
果
実
と
は
異
な
り
穀
物
を
糖
化
さ

せ
る
た
め
に
は
酵
素
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
当
時
の
お
酒
は
、
炊
い
た

米
飯
を
口
に
含
ん
で
噛か

み
、
唾
液
中
の
酵

素
を
含
ま
せ
て
糖
化
す
る
「
口く

ち
か噛

み
酒
」

で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
「
口
噛
み
酒
」
に
つ
い
て
は
、
和
銅
５

年
（
７
１
２
）
の
「
古
事
記
」
に
も
み
ら
れ
、

醸
造
の
「
醸か

も

す
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の

「
噛
む
」
行
為
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
犀
川
の
大
熊
条
里
遺
跡
で

は
約
２
２
０
０
年
前
の
遺
構
か
ら
ヒ
ョ
ウ

タ
ン
形
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
は
後
世
ま
で
酒
を
入
れ
る
容
器
と

し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
こ
の
土
器
の
表
面

博物館だより　No.220

注ぎ口が付いた約３５００年前の壺
（節丸）

約２２００年前の
ヒョウタン形壺（犀川大熊）

約１４５０年ぶりに復元された大甕（犀川花熊）
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み
や
こ
町
の
遺
跡
か
ら
探
る  

 
「
お
酒
の
歴
史
」

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


